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福岡市障がい者就労支援センター

■設置
平成15年４月 福岡市独自事業

■運営
福岡市社会福祉事業団

■福岡市内在住の障がいのある方を
対象に企業等への就労を支援して
います

基本方針

・障がいのある方の「働くこと」をサポートします

・障がいのある方と企業の「橋渡し」をします

・教育、福祉、医療、労働、企業等をつなぐ
「のりしろ」の役割を果たします



ももち福祉プラザ 心身障がい福祉センター 発達障がい者支援センター
(あいあいセンター) (ゆうゆうセンター)

福岡市社会福祉事業団運営施設 (一部ご紹介)

西部療育センター 東部療育センター



《企業支援部門》

• 就労支援コーディネー
ター ２名

• ジョブコーチ １名
• 就労支援相談員 ４名

1. 雇用に向けた提案とサポート

2. 社内研修の提案と実施
3. ハローワークとの連携による応募者の提案
4. ジョブコーチ派遣による職場適応への支援

5. アフターフォロー＜定着に向けて＞

1. 就労支援事業所等が実施する就労支援への

バックアップ
2. 就労支援者に対するスキルアップ支援

《事業所支援部門》

• 就労支援コーディネー
ター ２名

• ジョブコーチ ３名

1. 総合相談

2. ジョブコーチによる人的支援
3. 関係機関との連携
4. 障がい者雇用にかかる各種情報の提供

5. 職場開拓

《個別支援部門》

• 就労支援コーディネー
ター ３名

• ジョブコーチ １０名

支 援 体 制 障がいのある方と企業の
架け橋となる機関



スキルアップセミナー

企業セミナー

就労支援事業所研修会
大学・短大向け研修会

就労支援セミナー

企業向け

支援者向け

一般市民向け
職場定着支援事業（SST研修）

セ ン タ ー 事 業

本人向け



相 談 の 状 況

相談件数（令和3年4月～令和４年３月）
（単位：件）

本人・家族

5８％

企業

1５％

関係機関

27％

本人・家族 企業 関係機関 計

4077 1059 1940 7076



登 録 者 の 状 況

障がい種別登録者数（令和3年4月～令和４年３月）
※新規、再扱い実件数 （単位：人）

身体

1４％

知的

３５％精神

2９％

発達

２１％

その他

1％

身体 知的 精神 発達 その他 計

6１ １５５ 1３１ ９４ ４ ４４５



就 職 者 数

障がい種別就職者数（令和３年度）
（単位：人）

身体 知的 精神 発達 計

９ 2５ １９ 1５ ６８



就労相談 登録・支援計画

アセスメント（ニーズ・スキル・特性等）

【センターでの作業体験・外部での職場体験実習】

職場開拓・求人への応募

※就職活動期

面接・職場体験実習（1～2週間）

就職・定着支援

個 別 支 援 部 門



作業アセスメント

1作業につき30分～1時間程度

状況・ニーズに応じて実施

パソコン

ピッキング

新聞の切り抜き

清掃

重量物運搬

食器洗浄

調理

品出し

ハンギング…など



職 場 体 験 実 習

「サポーター企業」の活用
障がいのある方を実習生として受け入れ、短期間「働くこ

と」を体験させていただける企業

障がいのある方を雇用したいが不安もあるといった企業にも、

まずはサポーター企業としてご協力いただいている。

【これまでの実績】

倉庫内業務（ピッキング・タグ付けなど） 事務補助業務、清掃、調理補

助、食器洗浄、品出し、野菜の袋詰めなど

福岡市障がい者インターンシップ事業
福岡市役所・区役所や福岡市の外郭団体での職場体験実習

【これまでの実績】

福岡市障がい企画課、福岡市水道局、福岡コンベンションセンターなど



職場

見学

面接

職場

体験実習

職場適応

支援

定着支援

支援者同行
プロフィール
の提供

履歴書作成
面接練習

ジョブコーチの派遣・定期的な面談への支援者同席

支援者同行

イメージ

応募の意思確認

就職の意思確認

～受け入れにあたって企業に依頼している(例)～
・不安、緊張の軽減のためジョブコーチの受け入れ
・担当者を決め、仕事の選定や課題などについて
ジョブコーチとの情報共有

・仕事を確実に覚えられるよう、作業への慣れ具合
によって仕事を徐々に増やす

・担当者と定期的な面談実施(ジョブコーチの同席)

就職活動期における
センターのサポート

就

職



事 業 主
(管理監督者・

人事担当者)

コーディネーター
ジョブコーチ
就労支援相談員（企業支援）

上司
同僚

家 族

障がい特性に配慮した
雇用管理関する助言

配置、職務内容の設定に関する助言

作業遂行力向上
職場内コミュニケーション能力向上
健康管理、生活リズムの構築支援

安定した職業生活を送るための
家族の関わり方に関する助言

障がいの理解に係る社内啓発
障がい者との関わり方に関する助言
本人にとって分かりやすい伝え方、
接し方の助言

・支援の目標は、職場での自立
・本人の自立度や職場での自然な
サポート形成などの状況に合わせ、
支援者はフェードアウトしていく。

就職あるいは職場適応への支援

本 人 ～本人の自己理解を
促すきっかけに～

（フィードバックが大切）



就職後の定着支援
就労支援センターの支援（イメージ）

就職先：C企業

就労支援センター
（必要に応じて

支援の内容が変わります）

採用後
１年就職内定または

雇用前の実習

本人の緊張・不安

就

職



事 業 所 支 援 部 門

• 事業所へのサポート

• 支援者向け研修会

• 職場体験実習

• スタートアップ講座

（出前講座・企業見学）



就労支援相談員が中心となり、

企業の障がい者雇用をサポート

【企業訪問件数実績】

令和３年度 ９０９件

・総合コンサル
・企業訪問
・雇用相談
・企業セミナー
・出前講座

企 業 支 援 部 門



【第1回】令和3年7月5日（月）～7月16日（金）
録画配信 １０７社 １７６名
「障がいのある従業員のメンタルヘルスケア」
九州大学 キャンパスライフ・健康支援センター
助教・臨床心理士 面髙 有作 氏

【第2回】令和3年11月8日(月)～11月19日(金)
録画配信 １０６社 １４８名
「発達障がいのある社員とともに～当事者および
その周囲の社員のために～」
福岡県障がい者リハビリテーションセンター
センター長・医師 永吉 美砂子 氏

【第3回】令和4年2月14日(月)～2月25日(金)
録画配信 ８５社 １１９名

「障がい者雇用とメンタルヘルスケア スト
レス対処への取り組みについて」
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
福岡障害者職業センター
主幹障害者職業カウンセラー 福留 摩里子氏

令和３年度 企業セミナー



ホームページ 「福岡市障がい者就労支援センター」



個別相談のなかで、大学や短大を卒業した方から
の相談増

最近の傾向

・就職活動に取り組めないまま、卒業に至った。
これからどうしたら良いか分からない。

・「就職後すぐ離職し、引きこもりや二次障がい
発症(うつ病等)に…。」

・「安定して働けず離転職を繰り返している」

19



就職はゴールではなくスタートでもあります。
働き続ける中で、さまざまな課題にぶつかった時、
SOSが出せることも重要です。



SOSに家庭や周囲の関係者が適切に対応する事も
また必要です。
自分が迷った時、困った時、話していいんだ、受け
止めてくれるといった経験を重ね、社会に出ていく
時にも、必要に応じ関係機関のサポートを活用して
もらえると、自分の望む暮らしにより近づけるので
は…と思います。



ご清聴ありがとうございました

社会福祉法人 福岡市社会福祉事業団

福岡市障がい者就労支援センター

福岡市中央区長浜３丁目１１-３鮮魚市場会館 4 階

☎ 092-711-0839
📠 092-711-0834   ＊ご相談は予約制となっています


